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平成 31 年度 福岡女子商業高等学校事業計画書 

１、施設の概要 

学校名 所有区分 郵便番号 学校（会場）所在地 電話番号 ＦＡＸ番号 

福岡女子商業高等学校 法人所有 811-1203 福岡県那珂川市片縄北１丁目４番１号 092-952-2231 092-952-5934 

 

 

2、学生の概要 

（１）設置課程・学科・収容定員・在籍者数一覧（平成 31年度３月 11 日現在 １年は見込数） 

大学科 学年 学科 コース 定員 在籍数 収容率（％） 

商業 

１年 商業系 

特進コース 30 名 30 名 100% 

商業コース 210 名 60 名 28.6% 

２年 
総合ビジネス科 

進学・高資格取得コース 30 名 31 名 103.3% 

総合ビジネスコース 120 名 57 名 47.5% 

情報ビジネス科 情報ビジネスコース 80 名 30 名 37.5% 

３年 
総合ビジネス科 

進学・高資格取得コース 40 名 32 名 80.0% 

総合ビジネスコース 120 名 40 名 33.3% 

情報ビジネス科 情報ビジネスコース 80 名 27 名 33.8% 

 

 

（２）平成 31 年度入学者予測数・平成 30 年度卒業者数・退学者数・除籍者数一覧 

 入学者数 編入者数 卒業者数（終了者数含） 退学者数 除籍者数 増加予測人数 

商業 90 名 0 166 9 0 -76 
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３、教職員関係 

（１）平成３１年度管理職の概要 

職名 氏名 備考（新任・留任等） 

学校長 柴田 晴夫 留任 

教頭 濱田 芳宏 留任 

事務長 村上 道彦 留任 

 

 

（２）平成３１年度教職員の概要 

  
合計（人） 

教員 
本務 26 

非常勤 12 

職員 
本務 2 

兼務 1（事務長） 
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４、事業の概要 

（１） 事業の概要 

 本校は、平成２９年度より学校法人八洲学園として新たなスタートをする。この私学化を契機として、商業教育の特色化を図るとともに、部活動強化に取り組むなど、中学生

にとって魅力ある教育活動を展開し、入学生の増加を図る。 

・ 今後商業分野で、一層の需要が見込まれるＥＣ（電子商取引）に必要な基礎技能の取得のため、生徒と教職員にタブレットを配布し、校舎全館で Wi-Fi を整備する。ま

た、教職員の技術を高めるために積極的に IT企業との人的交流を図る。 

（２） 主な事業の目的・計画 

年度 事項 概要 進捗状況 

２９～ ＩＣＴの活用 

（タブレットの配

布と校舎全館にＷ

ｉ－Fｉの設置） 

・初年度は、教職員と生徒全員にタブレットを貸与し、機
器の取り扱いに習熟させる。また、調べ学習や語学学習
などに活用し、ＩＣＴの有用性を理解させる。次年度以
降は、より高度な活用を研究し、ＩＣＴ活用技能はもと
より、最終目標である電子商取引技能を習得させるな
ど、商業教育の差別化、特色化を図り入学生の増加を図
る。 

・平成 30年度、体育館に Wi-Fi 設備を整備し校内どこで

も利用できる状況になった。特に体育の授業では実技の

様子をビデオに撮影し、個別指導に活用している。 

・平成 31年度も引き続き」ICT を利用した効果的な学習の

展開を図るとともに、教職員の業務効率化も視野に入れ

研究を進める。 

平成 29年度    校内 Wi-Fi の整備、及び chromebook を全教員・全生
徒に配布 

9 月より     ロイロノートを授業に活用 

10 月 25 日（水） 「ICT 活用公開授業」を実施。近郊の中・高の先生を
はじめ多数の参加者あり、翌日の朝日新聞にも掲載さ
れた。 

平成 30年度   スタディーサプリを導入予定（１年特進ｺｰｽ、２年高資

格取得コース、３年全クラス導入予定 

10 月 23 日（火） 「ICT 活用公開授業」を実施、各活用事例を基に公開

授業を実施し、近隣の中・高の先生方に昨年から一歩

進んだ活用方法を参観してもらった。 

平成 31年度    スタディーサプリを全クラスに導入し、普通教科に加

え、簿記・ビジネス基礎など学習全般に利用する。

又、体育など実技科目にもタブレットの利点を活かし

た活用法を研究し、日常生活に欠かすことのできない

道具としての位置付けを行う。 

３０～ 特進ｺｰｽの新設 ・進学希望の生徒の増加に伴い、国公立大学及び地元難関
私立大学への進学を目指すコースを新設し、推薦試験以
外に一般入試による進学ができる指導体制を確立す
る。。 

これにより、商業の強みを生かしながら、進学・就職の

両道を目指せる学校として入学生の増加を図る。 

・平成 30年度特進ｺｰｽ入学予定者は３１名である。今年度、高資格取得コ

ース・今年度、高資格取得コースでの日商簿記２級の合格者は１５名、

４年生大学進学者が２４名であった。特進ｺｰｽでは、特に４年制大学の

進学者を増やすとともに、高資格（簿記、情報処理）の合格者の増加を

目指す。 

・平成 31年度、特進コース 2年目となり英検準 2級全員合格、国公立大

学合格に向け具体的な学習を展開するために進路に応じた課外、個別指

導の充実を図る。 
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３０～ 英語教育の充実 国際的に活躍する人材を育成するため、ビジネス英語の

充実を図る 

・平成 30年度修学旅行を英語力向上を中心とした選択制の導入・実施 

 ①国内 福島イングリッシュビレッジ 82 名 

 ②海外 フィリピンセブ島語学研修 14 名 

・31 年度 引き続き選択制修学旅行（語学研修）を実施する。30年度の

研修先に加えて オーストラリア、パースホームステイを実施する 

参加予定者は 

➀国内 福島イングリッシュビレッジ 67 名 

➁海外 フィリピン セブ島 29 名 

➂海外 オーストラリア パース 21 名 参加の予定 

３０～ 課外・課題研究の

充実 

最近希望者の多い、公務員、医療系専門学校、看護師に対

応するため、課外授業・課題研究の時間を使って生徒の学

力の向上を図る 

・平成 29度、専門学校と提携し公務員講座を実施した。今年度の公務員

合格者は３名であったが、来年度は内容をさらに充実させて合格者の増

大を目指す。 

・平成 30年度課題研究のチャレンジショップにおいて第 27 回福岡県高等

学校生徒商業研究発表会で優良賞を受賞。 

３０～ 電子商取引の充実 chromebook を用いて電子商取り引きの基本的な知識・技術

を習得させ、女子商マルシェを通じて実践で利用すること

によって IT 社会に通用する人材を育てる。 

・平成 29年度 11 月に実施した女子商マルシェで、３年生情報ビジネスコ

ースにおいてインターネットを利用した予約販売を実施した。来年度

は、学習した内容をさらに進化・充実を図る。 

 

３０～ 制服の変更 従来のプリーツスカートにダブルのジャケット、白の丸襟

シャツに赤いリボンのスタイルから、ジャケットはダブル

とシングルボタン、スカートとスラックス、リボンとネク

タイの選択制に変更。従来の制服のお下がりも利用可能、

シャツもレギュラーカラーを選択肢に追加し、生徒の自主

性に任せた制服を導入。 

・平成 30年度入学生は、スラックスを選択した生徒が５名、シングルジ

ャケット７６名、ダブルジャケット３６名、その他がお下がりを利用す

る。 

 

 

（３） 施設・設備の整備計画 

・本校は伝統的に部活動が盛んで、常に県大会上位を占める活躍をしている部活動がある。特にハンドボール部は過去全国大会に出場した経験もあり、今年度もベスト４に入る活躍

を見せている。また、全日本チームの主将を務める永田選手は本校の出身者である。 

 平成 30年度第 2体育館の新設に着工し、平成 31 年 6 月に完成の予定である。完成後には本校生徒利用にとどまらず、近隣の児童・生徒を中心に一般にも開放し開かれた学校として

地域に貢献していく。  

 

・授業料等の変更なし 
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（４）  卒業者数、進路状況 

卒業者数 

 
就職 

  
進学 

 

家事手伝い 未定 

学校紹介 家業 公務員 四大 短大 専門学校 

166 78 0 0 24 19 43 2 0 

 

（５） 生徒の就職、進学の状況 

 平成 30年度は就職指導員２名を配置、年間８００社以上を訪問している。求人約３００社以上、その中から厳選して２００社程度を生徒に紹介。就職率１００％の学校とし

て中学校に定着している。 

 進学も地元国立大学、私立大学等へ毎年進学しているが商業高校は即就職というイメージが強く、今後進学面の強化と併せ広報が必要である。今年度国公立大学 1名合格 

（６） 教員の採用・退職計画 

年度 事       項 概       要 

29 転退職者（専任 10名、講師 11 名 計 21 名） 町派遣者 4名（教諭 3、事務長 1）を打ち切り 

30 教職員採用（常勤講師 10 名） 

転退職（専任３名、講師 10 名 計 13 名） 

専任 19名、常勤講師 15 名、非常勤講師 9名 

31 教職員採用（常勤 7 名） 専任 17名、常勤講師 9名 非常勤講師 12 名 

 

（７） 今後の課題 

 生徒数の確保に向けた広報宣伝活動の充実と併せ、全職員の担当中学の分担や、専従広報職員の配置を検討していく。 

 部活動や特色ある教育活動、さらには８大接客用語を中心に広報の充実に努め、より一層の生徒確保に努める。 


